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平
成
十
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熊本県知事　福島譲二

若
葉
の
香
り
と
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地

よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
年
度
も
変
わ

り
、
県
庁
で
は
、
新
た
な
体
制
の
下
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

先
日
、
厚
生
省
か
ら
平
成
七
年
の
平
均

寿
命
が
発
表
さ
れ
、
本
県
は
女
性
が
八
十

四
・
四
歳
で
全
国
第
二
位
、
男
性
が
七
十

七
・
三
歳
で
全
国
第
三
位
の
長
寿
県
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
健
、
医
療
や
福
祉
の
充
実

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
の
も

つ
豊
か
さ
の
証
明
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
水
、
お
い
し
い

空
気
、
新
鮮
な
食
べ
物
、
あ
る
い
は
、
都

市
と
農
村
が
調
和
し
た
生
活
環
境
、
治
安

の
よ
さ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
総

合
的
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
と
、
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。

県
政
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
概
ね

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
水
俣

病
問
題
に
大
き
な
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
春
に
は
、
県
民
の
悲
願
で

あ
っ
た
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
建

設
に
向
け
て
、
「
船
小
屋
～
新
八
代
間
」

が
着
工
す
る
な
ど
大
き
な
前
進
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
に
は
、

産
業
展
示
場
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
し
、
来
年
の
「
く
ま

も
と
未
来
国
体
」
の
主
会
場
と
な
る
県
総

合
運
動
公
園
・
陸
上
競
技
場
も
ほ
ぼ
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
幹
線
道
路
、
空
港
、
港

湾
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
や
産
業
の
振

興
で
も
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
本

県
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
の
基
礎
的
条

件
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
財
政

状
態
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
に
模
極
的
に

取
り
組
み
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
財
政

の
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
、
県
総
合
計
画
「
ゆ
た
か
さ
多
彩

『
生
活
創
造
』
く
ま
も
と
」
の
実
現
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
県
政
に
対
す
る
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方

歳
入
面
で
国
庫
補
助
金
が
大
幅
に
減
少

す
る
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
県
民

こ
た

の
皆
様
の
付
託
に
応
え
、
県
総
合
計
画
に

掲
げ
る
「
優
し
い
く
ま
も
と
」
「
躍
動
す

る
く
ま
も
と
」
を
築
い
て
い
く
た
め
、
徹

底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

真
に
必
要
と
さ
れ
る
諸
施
策
に
対
し
て
は

重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
、
質
的
に

充
実
し
た
予
算
と
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

予
算
の
特
色

主
な
特
色
と
し
て
は
、

①
県
総
合
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要

施
策
の
推
進
を
は
じ
め
、
②
九
州
新
幹
線

や
社
会
資
本
の
整
備
促
進
、
③
環
境
基
本

計
画
に
基
づ
く
地
球
温
暖
化
対
策
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
、
水
俣
病
対
策
な
ど
の

推
進
、
④
「
く
ま
も
と
子
ど
も
プ
ラ
ン

2
1
」
の
推
進
、
⑤
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
農
業
農
村
対
策
、
⑥
く
ま
も
と
未
来

国
体
及
び
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
準
備
、
⑦
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
⑧
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
、
⑨
介
護
保
険
制
度
導
入
の
準

備
な
ど
高
齢
化
対
策
、
中
小
企
業
振
興
対
策
、

市
町
村
合
併
支
援
対
策
及
び
広
域
行
政
の

推
進
、
県
産
材
利
用
促
進
対
策
、
情
報
化

施
策
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

予
算
の
主
な
内
容

豊
か
な
生
活
環
境
を

築
く
た
め
に

◎
生
活
関
連
公
共
施
設
等

快
適
で
豊
か
な
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

道
路
、
下
水
道
、
住
宅
な
ど
の
整
備
や
地

域
景
観
の
保
全
・
創
造
を
進
め
ま
す
。

・
球
磨
川
上
流
流
域
下
水
道
建
設
事
業

二
十
二
億
三
千
万
円

◎
治
安
の
確
保

深
刻
化
す
る
少
年
犯
罪
の
予
防
対
策
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
突
発
的
な
事
件
・

事
故
へ
の
即
応
体
制
を
強
化
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
を
進
め
ま
す
。

◎
環
境
生
活
分
野

環
境
影
響
評
価
要
綱
な
ど
の
運
用
に
よ

り
開
発
時
の
環
境
へ
の
配
慮
を
推
進
す
る

一
方
、
低
公
害
車
の
普
及
な
ど
の
地
球
温

暖
化
対
策
、
市
町
村
の
環
境
行
政
を
支
援

す
る
全
県
環
境
づ
く
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
、
廃
棄
物
処
理
対
策
な
ど
の
環
境

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

人
権
意
識
の
高
揚
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
を
目
指
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
中
小
企
業
の
低
公
害
車
導
入
に
対
す
る

融
資
あ
っ
せ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
球

温
暖
化
対
策
　
　
　
一
億
一
千
万
円

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

一
億
六
千
三
百
万
円

健
康
づ
く
り
と
福
祉
の

充
実
の
た
め
に

◎
く
ま
も
と
2
1
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン

県
民
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
「
く
ま
も
と
2
1
ヘ
ル
ス
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

の
普
及
・
啓
発
や
疾
病
予
防
対
策
を
進
め

ま
す
。

・
く
ま
も
と
2
1
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
事
業

六
千
二
百
万
円

◎
子
育
て
環
境
の
充
実

平
成
九
年
度
に
策
定
し
た
「
く
ま
も
と

子
ど
も
プ
ラ
ン
2
1
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
第
三
子
以
降
の
三
歳
未
満
の
子
ど
も
が

保
育
所
に
通
っ
て
い
る
場
合
に
保
育
料

の
軽
減
を
実
施
　
　
　
九
千
七
百
万
円

◎
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
の
充
実

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
々
の
自
立

と
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
な
ど

の
本
格
的
な
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
民
間
の
社
会
復
帰
施
設
に
「
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し
、
地
域
で

生
活
す
る
精
神
障
害
者
の
日
常
生
活
を

支
援
　
　
　
　
　
　
一
千
五
百
万
円

魅
力
あ
る
産
業
と
ゆ
と
り
あ
る

労
働
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

◎
農
業
の
振
興

自
立
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、

省
力
化
機
械
施
設
な
ど
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
条
件
を
生
か
し
た

お
い
し
い
米
づ
く
り
、
特
色
あ
る
園
芸
産

地
の
育
成
、
畜
産
経
営
の
低
コ
ス
ト
化
な

ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
に
土
地
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

生
活
環
境
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
と
調
和
し
た
農
業
を
進
め

ま
す
。

・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
関

連
対
策
　
　
　
　
百
十
二
億
二
千
万
円

◎
林
業
の
振
興

間
伐
の
促
進
や
林
道
の
整
備
な
ど
、
高

生
産
・
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
や
担

い
手
対
策
の
充
実
、
林
業
事
業
体
の
経
営

基
盤
強
化
に
向
け
た
支
援
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

◎
水
産
業
の
振
興

沿
岸
漁
場
を
整
備
し
、
稚
魚
の
放
流
に

よ
る
栽
培
漁
業
を
行
う
と
と
も
に
、
小
型

魚
の
漁
獲
規
制
な
ど
を
推
進
し
、
資
源
の

管
理
に
よ
る
生
産
の
安
定
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
安
全
性
の
高
い
養
殖
技
術
の
普
及

と
収
益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
商
・
工
業
の
振
興

街
づ
く
り
の
視
点
か
ら
市
町
村
の
特
性

を
生
か
し
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
第
三
期

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
や
企
業
誘
致
を
進
め

る
と
と
も
に
、
県
内
企
業
の
技
術
力
向
上

生
産
連
携
の
強
化
、
新
分
野
進
出
な
ど
へ

の
支
援
や
、
環
境
な
ど
今
後
の
重
要
分
野

に
重
点
を
お
い
た
技
術
開
発
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

・
中
心
市
街
地
の
商
業
の
活
性
化
等
を
推

進
　
　
　
　
　
一
億
六
千
九
百
万
円

・
新
技
術
・
新
製
品
開
発
な
ど
に
取
り
組

む
企
業
の
育
成
支
援
一
千
四
百
万
円

◎
観
光
の
振
興

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

全
国
に
熊
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
観
光
客
の

受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◎
労
働

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
す
る

た
め
、
週
四
十
時
間
労
働
制
の
定
着
を
目

指
し
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
教
育
と
新
し
い

文
化
振
興
の
た
め
に

◎
教
育

県
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
学
校
の
規
模
適

正
化
、
適
正
配
置
な
ど
に
関
す
る
指
針
を

策
定
し
ま
す
。
特
殊
教
育
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
県
立
熊
本
養
護
学
校
の
高
等
部
に

重
複
学
級
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
訪
問

教
育
を
試
行
し
ま
す
。

・
重
度
の
障
害
の
あ
る
生
徒
の
た
め
の
教

育
環
境
の
整
備
　
　
　
六
千
百
万
円

◎
文
化
の
振
興

き

く

ち

鞠
智
城
跡
　
（
菊
鹿
町
・
菊
池
市
）
　
の
歴

史
公
園
化
や
県
立
博
物
館
の
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
や
民

間
団
体
な
ど
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

・
鞠
智
城
跡
整
備
事
業
　
四
億
七
千
万
円

◎
「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
な
ど

平
成
十
一
年
開
催
の
第
五
十
四
回
国
民

体
育
大
会
、
第
三
十
五
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
開
閉
会
式
及

び
競
技
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
、
ア
ク
セ

ス
道
路
網
の
整
備
な
ど
準
備
を
進
め
ま
す
。

◎
道
路
整
備

九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
益
城
熊
本
空
港

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
平
成
十
一
年
春

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
国
道
に
つ
い
て
は
、

熊
本
天
草
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
県
道
に
つ
い
て
は
、
熊
本
阿
蘇
幹

線
道
路
や
南
関
イ
ン
タ
ー
荒
尾
・
長
洲
幹

線
道
路
の
整
備
な
ど
を
、
引
き
続
き
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
公
共
交
通
対
策

九
州
新
幹
線
の
早
期
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
J
R
鹿
児
島
本
線
な
ど
の
連
続
立

体
交
差
と
豊
肥
本
線
の
電
化
を
進
め
ま
す
。

天
草
空
港
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
春

の
開
港
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
支
援
を

行
い
ま
す
。

・
人
・
ま
ち
・
環
境
に
や
さ
し
い
パ
ス
を
活

用
し
、
快
適
な
交
通
、
生
活
の
実
現
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
オ
ム
ニ
バ
ス

タ
ウ
ン
）
調
査
　
　
　
　
三
百
万
円

◎
港
湾
整
備

八
代
港
や
熊
本
港
の
外
国
貿
易
機
能
を

拡
充
し
、
外
国
貨
物
定
期
航
路
の
開
設
を

目
指
し
て
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
　
（
港
湾
の

利
用
促
進
活
動
）
を
行
い
ま
す
。

◎
情
報
化

各
種
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
合

的
な
利
活
用
を
図
る
た
め
、
行
政
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
高
度
情
報
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

新たな装いの熊本市上通りアーケード

くまもと未来国体の開閉会式会場となる
熊本県民総合運動公園陸上競技場（中央）

益城熊本空港インターチェンジ完成予想図
（右上は、グランメッセ熊本）

九州新幹線鹿児島ルート（船小屋～新八代間）着工式典から

（3）　平成10年5月1日発行
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優
し
さ
に
あ
ふ
れ
、
躍
動
す
る
く
ま
も
と
を
目
指
し
て
。

新
利
便
性
の
高
い
交
通
・
社
会

資
本
の
整
備
の
た
め
に 


